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1 まえがき

無線電力伝送技術は現在大きな注目を集めている技術

の一つである. 現在モバイル機器用WPT システムの

磁界結合方式による実用化が検討されており, その周波

数は 6.78MHz ± 15kHz とされている [1]. インピーダ

ンス整合によって効率が上昇することは既に報告されて

いるため [2], 本報告では実用化を目標に動作周波数を

6.78MHzに設定し, インピーダンス整合を用いた無線電

力伝送システムの高効率化を目指す. 解析結果に基づい

た回路及びアンテナを試作し, その有効性を確認した.

2 伝送システムの解析

2.1 受電部整流回路のインピーダンス整合

回路シミュレータを使用し, 受信した交流電力を直流

に整流する整流回路部のインピーダンス整合を行う.回

路シミュレータは Linear Technology 社の LT SpiceIV

v4.23b を使用する. 整合に必要な整流回路の入力イン

ピーダンスは I − V 法で導出する. 導出したインピーダ

ンスより L型のインピーダンス整合回路を求め, この整

合回路を接続した状態で再度整合回路を含めた負荷側の

入力インピーダンスを求める. 整流回路の入力インピー

ダンスが 50Ωに近づくまで行い, 整合回路を接続した回

路図を図 1に, 整合前後の効率比較を表 1に示す.

図 1 整合回路付き倍電流整流回路図

表 1 整合前後における整流効率の比較

倍電流整流回路 整合前 整合後

入力インピーダンス Zin[Ω]
0.733 49.5

+j3.46 −j0.488

負荷消費電力 PZl
[W] 0.0661 1.74

効率 [%] 3.3 86.8

2.2 伝送部ループアンテナの効率解析

電磁界シミュレータを使用し, アンテナの効率を解析

する. 電磁界シミュレータは Altair HyperWorks 社の

FEKO v6.3を使用する. アンテナの形状は図 2に示す

円形ヘリカルアンテナとし, 受電部の負荷にはアンテナ

の最適負荷に整合した整流回路のインピーダンスを与え

る. アンテナ間の伝送距離は 10cmから 50cmまで 5cm

間隔で変えながらアンテナ間の S パラメータを解析す

る. 電力効率の導出には Sパラメータの結果と下記の関

係 1を用いる. ここで Pinはアンテナへの入力電力, PZl

は最適負荷での消費電力を示している. 解析結果を図 3

に示す.

η =
PZl

Pin

(1)

図 2 円形ヘリカルアンテナ

図 3 電力伝送効率 (アンテナのみ)

3 まとめ

本報告では，実用化の予想される周波数における無線

電力伝送システムの高効率化の解析を行った. 解析結果

を基として制作したアンテナ及び整流回路は会場で示す.
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